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⑥　生徒育成方針に沿った生徒に身に付けさせたい資質･能力を高める教育活動の実践
　1.多様な考え・生き方を尊重する姿勢を養うとともに、他者と個性を認め合い適切なコミュニケーションを
　とることができる生徒  2.地域の人や自然を愛しみ、課題に対して主体的・対話的かつ協働的に解決する姿勢
　をもち、現在及び未来において地域に貢献できる生徒  3.安心安全な学校づくりに協力し、落ち着いた学習
　環境の実現に主体的に関われる生徒  4.自らの在り方生き方ついて主体的に模索する中で目標を見出し、
　その実現に粘り強く取り組む生徒

⑤　地域に根差す開かれた学校づくりと、家庭・地域との連携・協力

生
徒
指
導

生
徒
会
活
動

重
点
目
標
④

学校教育目標 中・長期的目標

「永えに地域のシンボルたれ」をモッ
トーに、平和的な社会の創造者としての
自主・自立の精神に満ちた資質を培う。

（１）自主性・協調性を培い、自ら学び自ら考える力を伸ばす。

（２）一人ひとりを大切にし合い、夢や希望を育み、個性を伸ばす。

（３）地域の信頼を担い、心豊かでたくましく生き抜く力をつける。

今年度の重点目標

①　自らが希望する進路を実現するための学力ならびに対応力向上の取り組みと進路指導の充実

②　いじめ・暴力を許さない、一人ひとりの人格と個性を尊重した生徒指導の堅持

③　本校の特性に対応したコース制カリキュラムとICT利活用を併用した探究的な学びの充実

④　学校の活力の源泉となる生徒会活動とクラブ活動と探究活動の更なる活性化
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路
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ア
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①

自身の在り方生き方について、主体的に粘
り強く取り組む力をはぐくむために、生徒
の実態把握に努め、授業や活動内容を工夫
できたか。
生徒の主体性を尊重しつつ、進路実現のた
めにきめ細か計画的な進路指導が指導がで
きたか。

それぞれの学年・教科でキャリア教育の充
実を図り、勤労観、職業観を促す指導がで
きたか。

教
育
課
程
・
コ
ー

ス
制

重
点
目
標
③

３年間を見通した学習計画を立て、各コー
スの特色を生かした授業を行うことができ
たか。

図書館やICTを活用して、多様な教育活動
や探究的学びを実践することができたか。

コース制や教育課程の検証および実態に合
わせた改善の検討を実施できたか。

部活動を活性化し、充実した活動につなげ
るために環境を整備することができたか。

部活動や生徒会活動の活性化及び活動の広
報ならびに、全校の応援意識を促進できた
か。

学
校
運
営

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
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標
⑤

各所と連携して地域文化への理解を深め、愛着
心を涵養し、探究的な学びを充実させると共に
地域に貢献できる力がつくような取り組みがで
きたか。

授業公開やホームページ、会報、広報など
を通じて、学校の活動内容を地域に積極的
に発信することができたか。

教育懇談会、学校評議員会などを活用し
て、保護者や地域との結びつきを深めるこ
とができたか。

生徒の能力や個性を伸ばしながら、課題に対し
て主体的・対話的・協働的に解決する力を育
み、社会人として必要な資質の向上をはかるこ
とができたか。

今年度の総合評価　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ  (％)

評価の観点
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活
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導
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標
②

生徒の身近な問題の実態を把握し、有効な
指導と啓発を行うことができたか。

生徒の心身の健康の実態を把握し、保護者
や外部機関と連携しつつ、解決のための適
切な支援や配慮ができたか。

人権意識に則った、携帯電話・SNSの適切
な使用方法の指導ができたか。

多様性を尊重し、他者と個性を認め合うコミュニ
ケーション力がつくような取り組みを実施し、いじ
めや暴力を許さない安心安全な学校づくりに協力で
きる力をはぐくむ指導ができたか。
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